
評価規準作成資料（3年生）

PROGRAM 2  Good Night. Sleep Tight.　　（実施時期：5月／配当時間：８時間）

GOALS：対話：自分が経験したことや続けていることを伝え合う。／対話：睡眠が生活に与える影響について理解し、伝える。／発表：相手の悩みに対して解決策を提案する。

言語材料：現在完了形（完了）／ 現在完了形（継続）

　　　①現在完了形（完了） I’ve just read this book about sleep.

　　　②現在完了形（継続） I’ve kept this habit for years.

　　　③現在完了進行形 The employees have been working better.

課の概要 睡眠不足だと言うフェリペに、ミラー先生は「よい」睡眠が必要だと話す。そのために注意すること、そして「よい」睡眠の効用とは。
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睡眠が生活に与える影響について他の人に伝える

ために、対話や記事を読んで、概要や要点を捉え

ることができる。

【思・判・表】 -- 【主】
睡眠が生活に与える影響について他の人に伝えるために、対話や記事を読んで、概要や要点を捉えている［捉えようとしている］。
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睡眠が生活に与える影響について他の人に伝える

ために、簡単な語句や文などを用いて、絵や写真

を見て、相手に示しながら概要を話すことができ

る。

【思・判・表】 -- 【主】
睡眠が生活に与える影響について他の人に伝えるために、簡単な語句や文などを用いて、絵や写真を見て、相手に示しながら概要を

話している［話そうとしている］。

8時 Action 発表 発表

各人物の悩みを解決するために、悩みの原因とそ

れに対する改善策をわかりやすく具体的に伝えるこ

とができる。

【思・判・表】 -- 【主】
各人物の悩みを解決するために、悩みの原因とそれに対する改善策をわかりやすく具体的に伝えている［伝えようとしている］。

時 コーナー名
主な使用領域

評価規準例各時間の目標例

1時

Scenes

すでにしてしまったことやちょうど終えたことについて、

聞き取ったり書いたりすることができる。

【知・技】
＜知識＞　現在完了形（完了）の意味や働きを理解している。

＜技能＞　現在完了形（完了）の意味や働きの理解をもとに、すでにしてしまったことやちょうど終えたことについて、聞き取ったり書いた

りする技能を身に付けている。

2時
過去から現在まで続いていることについて、聞き

取ったり書いたりすることができる。

【知・技】
＜知識＞現在完了形（継続）の意味や働きを理解している。

＜技能＞現在完了形（継続）の意味や働きの理解をもとに、過去から現在まで続いていることについて、聞き取ったり書いたりする技

能を身に付けている。

3時
これまでずっとし続けていることについて、聞き取った

り書いたりすることができる。

【知・技】
＜知識＞現在完了進行形の意味や働きを理解している。

＜技能＞現在完了進行形の意味や働きの理解をもとに、これまでずっとし続けていることについて、聞き取ったり書いたりする技能を身に

付けている。


